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財政収支の見通し 【 23年2月版 】

単年度過不足額
減債基金積立額

要対応額の推移 （ 折れ線 ）

推計には見込んでいないが、今後、財政収支に大きな影響を及ぼす可能性のある「将来リスク」
として、まちづくり促進事業会計（390億）、大阪府産業基盤整備協会（140億） などがある。

収支不足 収支不足

23年度末の地域整備事業会計廃止後に一般会計が負担する
恐れのある額を計上（H27～H43 総額221億円）

改革プラン取組期間

（H23～25）

31年度末の減債積立不足額は
約5,500億の見込み
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